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1年の締めくくり 
 先週の保護者懇談では、お忙しい中、ご来校いただきありがとうございました。学校での様子

やご家庭での様子を共有させていただきましたが、大切なのはこれらを主役である生徒自身にフ

ィードバックさせることです。フィードバックとは、相手の行動に対して改善点や評価を伝え、

軌道修正を促すことを言いますが、この積み重ねで人は成長していきます。懇談で確認できたこ

とをお子さんに伝え、まずはこのひと月、ご家庭でも意識して生活していただければと思います。 

さて、明日は実力テストです。毎年この時期に実施していますが、それには理由があります。

明日は多くの３年生にとって義務教育、最後にして最大の難関、県立高校入試（学力検査）なの

です。その日に合わせて１、２年生もテストを行います。高校入試は３年生にとって３年間の集

大成、今回の実力テストは１年生にとって１年間の集大成なのです。もう一度、受検の仕方など

確認し、自分の実力（１年の成果）をしっかり出し切ってほしいものです。 

  余談ですが、高校入試には学力検査以外に面接検査があり、学力検査で測ることのできない、

生徒の意欲を知るために行われます。先日３年生の一部の生徒に面接練習を行い、中学校で何を

学び、さらに高校で何を学びたいか、将

来についてなど自分の想いを言葉にして

伝えてもらいました。どの生徒も練習と

いえど、緊張とともに真剣さが伝わって

きました。面接練習をしながら、今の１

年生の２年後を想像してみましたがうま

くイメージできませんでした。がんばら

なくてはと強く思いました。 

  慮る       担任外道徳の時間に、認知症問題を通して「慮る」について考えました。

認知症に限らず、世の中にはたくさん配慮を必要としている方がおられます。その中には見た目で 

はわからないけれど、私たちが普通と感じていることでも不自由さやつらい思いをしている方もおら 

れることなどを学習しました。「慮る」とは、周囲の状況などをよくよく考える。思いめぐらすとい 

う意味なのですが、障がいや病気の有無に関わらず、人間関係を友好に築くためには欠かせない要素 

です。自分の考えや思いだけに固執せず、誰に対しても「慮る」人間に育ってほしいと思います。 

 卒業式に向けて、ボランティアを募り、

花植えを行いました。３年生を想い一生

懸命手伝ってくれた生徒に感謝です。こ

れも「慮る」ことなのではないでしょう

か。そんな生徒を増やしたいものです。 

※「慮る」は難しい読み方ですが、お子さんは必ず読めるはずです。尋ねてやってください。 
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